
数

的

研

究

理

数
理
的
研
究の
分
野
で
扱
わ
れ
る
も
の
は 、
そ
の
範
聞
の
規
定
が
必
ずし
も

容
易で
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
毎
回の
展
望
で
大
体一
定
し
た
範
囲
の
も

の
が
扱
わ
れ
て
い
る 。
そ
れ
は
前
回の
展
望
で
も
中
野
が
いっ
て
い
る
よ
う

に 、
数
理
的
な
方
法
を
用
い
た
も
の
を
扱
うか
ら
で
あ
ろ
う 。
た
だ 、
数
字 、

数
量
で
と
ら
え
た
も
の
は
すべ
て
数
理
的
研
究の
範
囲
で
扱
う乙
と
に
な
る
か

と
い
う
と 、
そ
れ
は
不
可
能
で
あ
る 。
た
め
し
に 、
一
九
八
O 、
八一
両
年の

「
国
語
学」
誌
に
載っ
た
論
文
を
調べ
て
み
る
と 、
少な
く
と
も
ど
ζ
か
で
計

量
的
な
方
法
を
用
い
て
い
る
も
の
を
含
め
る
と
い
う
扱い
を
す
る
な
ら
ば 、
そ

の
過
半
と
い
う
よ
り
も
大
半に
近
い
論
文が
計
量
的
な
方
法
を
用
い
て
い
る 。

あ
る
意
味
で
現
代の
国
語
学で
は 、
計
量
的
な
方
法が
普
及
し 、
珍
し
い
も
の

で
は
な
く
なっ
た
と
い
え
よ
う 。
そ乙
で 、
計
量
的
な
扱い
を
す
る
も
の
につ

い
て
は 、
一
段
進ん
だ
方
法
を
考
え
て
い
る
も
の 、
あ
る
い
は
計
量
的
な
扱い

そ
の
も
の
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
に
限
定
し
て
ゆ
く乙
と
に
す
る 。

数
理
的
な
方
法
は
統
計
的 、
計
量
的
な
も
の
と 、
非
計
量
的
な
も
の
に
大
別

さ
れ
る 。
そ
の
よ
う
な
方
法
で
扱
わ
れ
る
対
象
は 、
音
韻 、
文
字 、
文
法 、
語

梨 、
意
味 、
文
体 、
文
立
(
談
話)
な
ど
で
あ
る 。
さ
ら
に
目
的・
用
途
と
し
て

言
語
学
的
な
記
述 、
情
報
処
理へ
の
応
用
と
い
う乙
と
が
あ
る 。
以
上
の
よ
う

に 、
乙
の
項
で
扱
う
も
の
は
方
法 、
対
象 、
応
用の
三つ
の
観
点
か
ら
み
る乙
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石

綿

敏

雄

と
が
で
き
る 。
従
来こ
の
「
数
理
的
研
究」
の
項
で
は
応
用
を
分
類
記
述の
重

要
な
基
準に
し
て
き
た
が 、
今
回
は
副
次
的
な
もの
と
み
な
す乙
と
に
し
た 。

機
械
翻
訳 、
か
な
漢
字
変
換
な
ど 、
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
まっ
た
応
用
分
野
で
は
あ

る
が 、
そ
の
な
か
で
は
共通
する
部
分
も
少な
く
な
い 。
かつ
そ
れ
が
言
語
研

究
の
ど
の
よ
う
な
分
野
と
関
連
を
もつ
の
か 、
あ
る
い
は
そ
れ
自
身
言語
研
究

そ
の
もの
で
は
な
い
か 、
と
い
う
み
か
た
も
ま
た
必
要
で
あ
ろ
う 。
と
乙
で
は

乙
の
立
場
で
扱
う 。
応
用
分
野
で
は
い
くつ
もの
分
野
を
同
時に
と
り
あ
げ
る

と
と
が
普
通
で
あ
る
が 、
言
語
研
究の
分
野
で
も
た
と
え
ば
文
法
と
語
設
な

ど 、
い
くつ
か
の
領
域の
関
連
を
十
分
考
え
て
み
る
立
場が
あ
る 。

情
報
処
理の
分
野
な
ど
が
そ
の
よ
い
例
で
あ
る
が
最
近
の
言
語
研
究
で
は 、

従
来の
言
語
学 、
国
語
学な
ど
の
系
列
以
外の
人
が 、
数
多
く
研
究
に
従
事し

て
お
り 、
多
く
の
論
文
を
発
表
し
て
い
る 。
ζ
こ
で
は
論
文
名の
すべ
て
を
挙

げ
る乙
と
は
不
可
能
で
あ
る 。
そ
の
な
か
の
い
くつ
か
を
例
と
し
て
と
り
あ
げ

て
そ
の
傾
向
を
み
る乙
と
に
し
た
い 。

統
計
的
手
法
に
よ
る
も
の

ま
ず 、
中
野
洋
「『
分
類
語
梨
表』
の
語
数」
(『
計
量
囚
語
学』 、
昭
日・

3) 、
野
村
雅
昭
「
常
用
漢
字の
音
訓」
(
同 、
昭
日・
6) 、
悶
「
週
刊
誌の



数理的研究

漢
字
合
有
率」
(同 、
昭
日・
6) 、
横
山
晶一
「
国
語
辞
典
デ
ー

タベ
ー

ス
の

基
本
デ
ー

タ」
(
問 、
昭
日-
mM)
の
よ
う
な
各
種デ
l

タ
の
量
的
な
記
述
を

目
的
と
し
た
も
の
が
注
目
さ
れ
る 。
乙
の
穏の
デ
ー

タ
処
理
に
もコ
ン
ピュ
ー

タ
が
使
用
さ
れ 、
最
後の
で
は
三
省
堂の
明
解
国
語
辞
典
の
見
出
し

語
の
数 、

品
詞の
分
布 、
語
頭
音
別
語
数 、
語
尾
音
別
語
数
な
ど
を
調べ
て
い
る 。
別に

ア
クセ
ン
ト

型
な
ど
の
統
計
も
発
表
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り 、
と
の
種
の
知

識
が
容
易に
得
ら
れ
る
よ
う
に
なっ
た
の
は
喜
ぶべ
きζ
と
で
あ
ろ
う
と
思

う 。
釘
貫
亨
「
ト一

代
オ
列
甲・
乙
母
音
対立
崩
壊の一
要
因」
(『
国
語
学』 、

昭
日・
ロ)
で
使
用
さ
れ
たマ
ル
チ
ネ
の
機
能
負
担
量の
よ
う
な
み
か
た
も 、

各
時
代
の
言
語
音
全
体
につ
い
て
の
計
量
的
な
記
述
を
基
礎と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
音
韻
変
化
が
説
明
さ
れ
れ
ば 、
よ
り
強
力
な
も
の
と
な
ろ
う 。

次
に 、
社
会
言
語
学
的
観
点
か
ら 、
言
語
使
用の
社
会
的
広
が
り
を
調
査
し

た
も
の
が
あ
る 。
筑
波
大
学パ
イ
リン
ガ
リズ
ム
研
究
会
「日
本に
お
けるパ

イ
リン
ガ
リズ
ム」
(昭
日・
3 、
文
部
省
科
学研
究
費 、
以
後
科
研
費
と
略

記) 、
柴
田
武・
鈴
木
た
か
「
生
徒の
成
長
に
伴
う
親の
名
称の
発
達 、
『
母』

と
い
うよ
う
に
な
る
ま
で」
(昭
日・
2、
科
研
費) 、
野
元
菊
雄・
水
谷
修・

沢
木
幹
栄・
石
井
久
雄・
志
部昭
平・
真
田
信
治・
日
向
茂
男・
杉
戸
清
樹・

田
中
望
「
日
本人
の
知
識
階
層に
お
け
る
話
しζ
と
ば
の
実
態」
(日
本
語
教

育の
た
め
の
言
語
能
力
の
測
定 、
科
研
費 、
代
表
者
野
元
菊
雄 、
昭
日・
3)

な
ど
は
そ
の
調
査
の
規
模
か
ら
いっ
て
も
計
量
的
な
手
法を
十
分に
使っ
た
も

の
と
み
る
と
と
が
で
き
る 。
し
か
しと
の
類の
も
の
と
し
て
最
大
な
の
は 、
国

立
国
語
研
究
所
『
大
都
市の
言
語
生
活
分
析
編』
(昭
日・
3 、
三
省
堂)

同
資
料
編
で
あ
る 。
昭
和
田
九
年
度
か
ら
始め
た 、
東
京お
よ
び
大
阪
で
総
計

一
五
O
O
名の
市
民
を
対
象
と
し
た
大
調
査
で
あ
る 。
従
来の
中
小
都
市
を
対

象
と
し
た
地
域
社
会の
調
査
と
は
異
な
る
領
域
を
開
拓
し
た
も
の
と
し
て 、
画

期
的
な
も
の
と
い
え
よ
う 。
そ
の
成
果
も
豊
富
で
あ
る
が 、
た
と
え
ば
「
見ら

れ
る」
と
「
見
れ
る」
の
分
布
な
ど 、
き
わ
め
て
興
味
深い
結
果
が
得ら
れ
て

い
る 。ζ

の
『
大
都
市の
言
語
生
活』
の
調
査で
は 、
そ
の
な
か
の
「
言
語
行
動の

類
型
化」
の
部
分で 、
数
量
化
理
論が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
と
も 、
と
れ
ま
で

の
国
語
研
究
所の
地
域
社
会の
調
査
に
な
かっ
た
も
の
で
あ
ろ
う 。
そ
ζ
に
は

数
学
側
の
前
進も
あっ
た
わ
け
で 、
社
会
言
語
学の
研
究
が 、
言
語
学
内
部の

理
由
だ
けで
な
く 、
そ
れ
をサ
ポ
ー
ト

す
る
数
学
側の
前
進や
画
期
的
な
用
具

の
使
用
に
支え
ら
れ
て 、
や
は
り
画
期
的
な
前
進を
す
る
と
と
が
予
想
あ
る
い

は
期
待
さ
れ
る 。

そ
れ
を
立
証
す
る
か
の
よ
うに 、
多
変
量
解
析の
方
法
を
方
言
分
布に
適
用

し 、
地
理
的 、
年
齢
的
な
分
布パ
タ
ー
ン
を
総
合
し 、
そ乙
か
ら
計
量
的
な
方

言
区
画
を
試
み
る
も
の
が
現わ
れ
る 。
ま
だ
あ
る
地
域の
デ
ー

タ
を
扱っ
た
も

の
で
あ
る
が 、
井
上
史
雄
「
方
言の
地
域
差・
年
齢
差のパ
タ
ー
ン」
(『言
語

研
究』 、
昭
日・
日)
が
そ
れ
で
あ
る 。
乙
の
種の
手
法が
確
立
さ
れ
て
い
け

ば 、
方
言
区
画だ
けで
な
く 、
こ
れ
まで
主
観
的
な
扱い
に
終
始し
て
い
た
国

語
学
閏
語
史
な
ど
の
他の
類
似の
操
作に
も
適
用さ
れ
る
よ
うに
なっ
て
ゆ
く

と
考
え
ら
れ
る 。

柴
田
武
監
修 、
荻
野
綱
男・
藤
田
克
彦・
尾
崎
秩
子・
御
園
生
保
子
「
都
市

の
敬
語の
社
会
言
語
学
的
研
究」
(
社
会
関
係・
場
面
に
応
じ
た
言
語
行
動 、

研
科
段 、
代
表
者
柴
田
式 、
昭
日・
2) 、
尾
崎
秩
子・
御
園
生
保
子・
藤
田

克
彦・
荻
野
綱
男
「
話
者の
属
性か
ら
み
た
敬
語の
使い
分
け
札
幌に
お
け

る
敬
語
調
査
か
ら1」
(『
国
語
学』 、
昭
日・
3)
な
ど
も
大
き
な
社
会
調
査

で
あ
る 。
乙
の
調
査
に
関
連
し
て 、
荻
野
綱
男
「
敬
語
に
お
け
る
丁
寧
さ
の
数

量
化」
(『
国
語
学』 、
昭
日・
3)
に
お
い
て
点
数
化
に
お
ける
新し
い
計
算
法
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を
提
案
し
た 。
「
荻
野
法」
につ
い
て
は
水
谷
静
夫
「
分
割
項
目
数
量
化の
荻

野
法に
寄せ
て」
(『
国
語
学』 、
昭
日・
3)
が
あ
る 。
荻
野
綱
男
「
敬
調
表

現の
長
さ
と
丁
寧
さ
札
幌に
お
ける
敬
語
調
査
か
ら3」
(『
計
量
国
語
学』 、

昭日・
9)
は 、
従
来
か
ら
予
測
さ
れ
て
い
た 、
「
語
形の
長い
敬
語
形
は
丁

寧で
あ
る」
と
と
を
実
証
し
た
もの
で
あ
る 。

変
数
が
複
雑に
か
ら
み
あっ
て
い
る
統
計
量
は 、
社
会
言
語
学
だ
けに
存
在

す
る
わ
けで
は
な
く 、
文
化
現
象の
多
く
に
見
ら
れ
る
もの
で
あ
ろ
う 。
水
谷

静
夫
「
流
行
歌の
用意聞
を
数
量
的
に
み
る」
(『
科
学
朝
日』 、
昭日・
叩)
で

は
数
量
化
理
論直
を 、
同
「
用
語
類
似
度に
よ
る
歌
謡
曲
仕
訳」
(『
計
量
国
語

学』 、
昭日・
3)
で
は 、
二
言
語
作
品の
用
語
の
類
似
度に
つ
い
て
の
も
の

さ
し
と
し
て 、
宮
島
達
夫の
C
に
対
し
水
谷
静
夫の
D
を
提
案
し 、
数
量
化
理

論V
を
用い
て
吟
味
し
て
い
る 。

中
嶋
久
「
和
独
辞
書の
訳
語の
重
な
り
に
よ
る
見
出
し

語
の
分
類」
(『
計
量

国
語
学』 、
昭日・
9)
で
は 、
語
奨
分
類の
指
襟
と
し
て 、
各
語の
訳
語に

共
通
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
ζ
と
に
注
目
し 、
そ
の
数
を
対
称
行
列に
ま
と

め 、
多
変
量
解
析に
よ
ら
ず 、
最
小モ
ー

メン
ト

法
で
な
らベ
か
え
る
方
法
を

とっ
て
い
る 。
同
「
非
対
称
行
列
を
見
易
く
す
る
法」
(
問 、
昭日・
ロ)
で

は
対
称・
非
対
称の
別に
か
か
わ
ら
ず
適
用
で
き
る
方
法
を
提
案
し
て
い
る 。

安
本
美
典
「『シ
フ
ト

検
定
法』
の
検
討1」
(『計
量
国
語
学』 、
昭日・

6) 、
同
「
向2」
(同 、
昭日・
9)
は
さ
き
に
提
案
さ
れ
た
シ
フ
ト

検
定
法

務』
検
討し
た
も
の
で 、
そ
の
批
判
につ
い
て
と
た
え
た
り 、
類
似の
方
法に
つ

い
て
論じ
た
も
の
で
あ
る 。

単
語
を
文
字の
連
続
と
み
た
ば
あい 、
そ
の
な
か
の
ど
の
位
置
に
ど
ん
な
文

字
が
く
る
か
を
調べ
る
と
い
う
必
要
が
生
じ
る
と
と
が
あ
る 。
た
と
え
ば
現
代

か
な
づ
か
い
で
は
「
を」
ば
格
助
詞
「
を」
に
し
か
使
わ
れ
な
い 。
小
書
きの

「つ」
は
自立
語
の
先
頭に
は
立
た
な
い 。
「
者」
は
(シ
ャ
と
読
む
と
き
は
長

い
単
位の)
語の
終に
位
置
す
る
な
ど 。
田
中
卓
史

=ωg
去三口色
白ロ白々
3

0『
』
品
目巾凹巾
口
百円白口門巾『 ョ(のOFHZの
∞D)
は乙
れ
を
視
覚
的
に
わ
か
り
や

す
く

見
せ
て
く
れ
る 。
荒
木
啓
介・
金
子
明
夫・
高
野
文
雄・
日
夏
健一
「
日

本
語
文
論
文
タ
イ
ト

ル
か
ら
の
キ
ー

ワ
ー
ド
自
動
抽
出シ
ス
テム」
(情
報
処

理

学
会
自
然
言
語
処

理
研
究
会
資
料 、

以
下
自
然
言

語
処理
と

略
記

、

昭
日
・

7)
は
日
本
語
の 、
分
か
ち
書きの
な
い
普
通
の
文
表
記
か
ら
単
語
を
自
動
的

に
切
り
出
し
て
キ
ー

ワ
ー
ド

を
抽
出
す
るシ
ス
テム
で
あ
る
が 、
単に
乙
の
種

の
単
語
と
文
字の
関
係の
追
求だ
け
で
な
く 、

辞
書の
適
切な
使
用
も
行っ
て

い
る 。
乙
の
種の
研
究
に
も
機
能
負
担
量
に
当
る
よ
う
な
巧
み
な
と
ら
え
方
を

考
え
て
ゆ
くべ
き
で
あ
ろ
う 。
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道
具
と
し
て
のコ
ン
ピ
ュ
ー
タ

統
計
的
な
解
析で
あっ
て
も
な
く
て
も 、
数
理
的
な
方
法を
用
い
る
も
の

は 、
多
くの
ば
あいコ
ン
ピュ
ー

タ
を
使
用
し
て
い
る 。
そ
の
よ
う
にコ
ン
ピ

ュ
ー

タ
の
使
用
法 、
プロ
グラ
ム
を
中
心
と
し
た
提
案
も
い
く
つ
か
存
在
す

る 。
大
量の
デ
!

タ
の
処
理
の
報
告
も乙
乙
に
入
れよ
う 。

『
計
量
国
語
学』
誌
で
は
「プロ
グラ
ム
欄」
で
そ
の
よ
う
な
報
告
を
扱っ

て
い
る 。
そ
の一
つ
を
例
と
し
て
あ
げ
れ
ば 、
水
谷
静
夫「
語
の
使
用
率
分
布

関
係の
算
定」
(昭回・
3)
が
あ
る 。
乙
れ
は
かつ
て
水
谷
が
提
案
し
た
使

用
率の
分
布
関
数の
近
似と
し
て
の
射
影
函
数につ
い
て 、
同じ
仮
説と
同じ

デ
1

タ
で
も
曲
線の
あ
て
は
め
方に
よっ
て
結
論に
影
響が
出
る乙
と
を
考
え

た
が 、
かつ
て
は
電
動
計
算
器
で
計
算に
時
間
が
か
かっ
た
た
め 、
確
か
め
る

と
と
が
で
き
な
かっ
たこ
と
が 、
今日コ
ン
ピュ
ー

タ
が
使え
る
よ
う
に
な

り 、
確
か
め
るこ
と
が
で
き
る
よ
うに
なっ
た
と
述べ
て
い
る 。
コ
ン
ピュ
!



タ
は
道
具
で
あ
る
に
は
相
違
な
い
が 、

し
か
し
新
し
い
道
具
の
使
用
は
新
し
い

視
界
の
獲
得
に
つ
な
が
る
こ
と
を
立
証
し
て
い
る 。

乙
の
意
味
で
水
谷
静
夫
編

『
文
科
学
生
に
よ
る
言
語
デ
ー
タ
処
理

国
語
研
究
の
道
具
と
し
て
の
計
算
機』

(
昭
日
・
7
、

東
京
女
子
大
学
日
本
文
学
科)

は
有
益
な
報
告
で
あ
る 。

荻
野

綱
男
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
描
く
言
語
地
図
」
(
『
言
語
』 、

昭
回
-

m
)

は
言
語

地
理
学
へ
の
応
用
で
あ
る 。

乙
れ
ら
の
言
語
研
究
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
ど
の
よ

う
に
役
立
つ
か
を
ま
と
め
た
の
が 、

草
薙
裕
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
言
語
研

究
」
(
『
言
語
片

岡
田
・

印
)

で
あ
り 、

日
本
語
の
文
の
な
か
で
品
詞
が
ど
の

よ
う
に
並
ぶ
か
を
使
い
や
す
い
形
で
表
に
し
た
の
が
『
新
編
日
本
語
品
詞
列
集

成
』

原
文
篇
(
沼
田
-

U
)

解
説
篇
(
昭
日
・
3
)

で
あ
る 。

非
統
計
的
手
法
に
よ
る
も
の

数理的研究

乙
の
分
野
の
な
か
に
は
代
数
的
な
も
の 、

計
算
手
順
的
な
も
の 、

生
成
と
解

析
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り 、

互
い
に
重
な
り
あ
っ

て
う
ま
く
分
離
で
き

な
い

。

と
こ
で
は
非
統
計
的
な
も
の
と
し
て
ま
と
め 、

言
語
研
究
の
分
野
に
よ

っ
て
基
本
的
に
分
け 、

応
用
は
そ
の
な
か
で
言
及
す
る 。

文
字
に
つ
い
て
は
筆
順
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
的
な
と
ら
え
か
た
の

も
の

が
あ

る 。

石
井
久
雄
「
カ
タ
カ
ナ
の
筆
順」
(『
計
量
国
語
学
』 、

昭
日
・
9

)
、

下
村

武
R

ω口一
3
2
0向

子
。
由門H
D
Z

S
A
5
口円四
O同

E
ロ
町
二
の
O
FH
Z
の
∞O)

な

シ」 。
文
法
の
う
ち
形
態
論
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は 、

山
中
光
一

「
日
本
文
の
表

記
と
『
切
れ
』
『
連
な
り
』

か
ら
見
た
活
用
の
構
造」
(『
計
量
国
語
学
』 、

昭
日

・
9)

が
あ
る 。

活
用
を
記
述
要
素 、

機
能
要
素 、

ヨ
ミ

上
の
連
結
要
素
の
三

成
分
か
ら
な
る
と
す
る
み
か
た
で
あ
る 。

乙
れ
は
清
瀬
義
三
郎
則
府
「
連
結
子

音
と
連
結
母
音
と
」
(
『
国
語
学
』

部
)

と
似
た
考
え
か
た
で
あ
る
が 、

立
場
に

相
違
が
あ
る 。

松
沢
利
彦
・

西
野
博
二
「
拡
張

口
z
o
O
F

上
で
の
用
言
の
形

態
素
処
理」
(
自
然
言
語
処
理 、

昭
日
・
7

)

は 、

用
言
と
助
動
詞 、

助
勤
詞

相
互
の
接
続
の
処
理
を
す
る
と
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
あ
る 。

統
語
論
と
そ
れ
に
対
応
す
る
意
味
論
の
分
野
は 、

も
っ
と
も
話
題
の
多
い
分

野
で
あ
る 。

乙
れ
に
つ
い
て
は
ま
ず 、

田
中
穂
積
・

佐
藤
泰
介
・

松
本
裕
治
・

内
田
ユ
リ

子
・

横
山
品
一
・

板
橋
秀
一
・

三
国
一

郎
・

池
田
尚
志
・

大
谷
木
重

夫
・

寺
津
典
子
・

山
梨
正
明

『
自
然
言
語
処
理
技
術
と
言
語
理
論
』
(
包
子
技

術
総
合
技
術
研
究
所
報
告 、

昭
日
・
4
)

を
あ
げ
る
べ
き
だ
ろ
う 。

情
報
工
学

と
言
語
学
の
研
究
者
が
共
同
で
両
分
野
の
相
関
連
す
る
理
論 、

技
術
に
つ
い
て

展
望
を
試
み
て
い
る 。

B
5
版
三
二
二
ペ
ー
ジ
で 、

内
容
は
言
語
学
で
い
え
ば

ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
言
語
学
か
ら
生
成
文
法 、

モ
ン
タ
ギ
ュ
l

文
法
ま
で

を

含
む

が 、

自
然
言
語
処
理
技
術
が
言
語
学
者
か
ら
み
て
他
の

領
域
の

研
究
で
は
な

く 、

ま
た
単
な
る
応
用
で
も
な
く 、

実
は
言
語
研
究
そ
の
も
の
で
あ
る
乙
と
を

感
じ
さ
せ
る 。

処
理
技
術
の
す
べ
て
が
言
語
研
究
だ
と
い
う
わ

け
で

は
な
い

が 、

そ
の
主
要
部
分
は
言
語
研
究
で
あ
る 。

少
な
く
と
も
新
し
い
形
の
言
語
研

究
で
あ
ろ
う
(
柴
田
武
「
総
記
」

『
国
語
学
』

=
こ

に
も
関
速
し
た
記
述
が

あ
る)

。

同
様
の
乙
と
は 、

田
中
穂
積

『
計
算
機
に
よ
る
自
然
言
語
の
意
味
処

理
に
関
す
る
研
究
』
(
電
子
技
術
総
合
研
究
所
報
告 、

昭
日
・
7

)

に
つ
い
て

も
い
え
る 。

乙
乙
で
扱
わ
れ
て
い
る
一

例
を
あ
げ
て
み
よ
う 。

c
l

M制
度
ノ
オ
湯

必
度
ノ
ウ
オ
ツ
カ

必
度
ノ
棒

壁
ニ

対
シ
テ
お
度
ノ
棒

温
度
ガ
江制
度
/
棒

必
度
ノ
失
敗

C 
2 

C 
3 

C 
4 
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ζ
れ
らの
表
現
で
は「必
度ノ」
が
共
通
し
て
い
る
が 、
そ
れ
ぞ
れ
内
容
が
異

な
る 。
c
ー

で
は
湯
の
机
度 、
C
2
で
は
ア
ル
コ
ー

ル
濃
度を
指
すの
が
普
通

で
あ
ろ
う 。
乙
れ
ら
の
表
現
を
「
理
解」
す
る
た
め
に
は
「
湯」
「
ウオ
ツ
カ」

の
項に
「
制
度」
「ア
ルコ
ー

ル
濃
度」
を
書
き乙
む
よ
う
な
欄
を
もっ
記
憶

の
様
式
が
用
意
し
て
あ
る
ζ
と
が
必
要
で
あ
る 。
人
聞
がζ
の
表
現
を
理
解
す

る
場
合 、
ふ
ろの
湯
か
げ
ん
が
四
O
度
く
ら
い 、
ウオ
ツ
カ
の
ア
ルコ
ー

ル
濃

度が
約
四
五
度
く
ら
い
と
い
う
事
物に
関
す
る
知
識
(
怨
者の
乙
と
ば
で
い
え

ば
百
科
事
典
的
知
識)
が
あ
り 、
乙
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
温
度 、
ア
ル
コ
ー

ル
濃
度

と
判
断
す
る
助
けに
な
る
と
考
え
ら
れ
る 。
C
3
は
「
角
度」
か
「
温
度」
か

不
明
で
あ
る
が 、
も
し
わ
か
れ
ばC
4 、
C
5
と
同
様に
扱
うこ
と
が
で
き

る 。
「C
6
は 、
後
続
語
「
失
敗」
の
窓
味
的
性
質か
ら 、
『必
皮』
は
回
数
を

あ
ら
わ
し
て
い
る
と
と
が
分か
る」
と
い
う 。
ζ
の
よ
うに
文
脈
を
検
討
す
る

と
と
に
よ
り 、
数
詞
を
含
む
表
現の
意
味
を
理
解
し 、
抽
出
す
る
と
い
う
の

が 、
乙
の
研
究の一
部に
なっ
て
い
る 。

と
の
湿の
取
扱い
に
格
文
法
が
し
ば
し
ば
使
わ
れ
る
の
は
理
由
の
あ
る乙
と

だ
と
忠
わ
れ
る 。
そ乙
で
格
文
法の
わ
く
ぐ
み
に
し
た
がっ
て
問
題
点
を
整
理

し
て
み
る 。
ま
ずω
↓
宮+
MM
と
い
う
派
生ル
ー

ル
に
し
た
がっ
てM
の
部
分

を
扱っ
た
も
の
を
と
り
あ
げ
る
と 、
内
藤
昭二・
島
津
明・
野
村
浩
郷
「日
本

語
文に
お
け
る
法
悩
報の
解
析
」
(
自
然
言
語
処

理、

昭
日
・
7)
が
あ
る 。

法
的
抑制に
含
ま
れ
る
の
は 、
相 、
時 、
判
断 、
態
度 、
様
態
な
ど
で
あ
る 。
ζ

れ
らM
の
内
容
を
自
然
言
語
処
理の
立
ち
場
か
ら
整
理
し
て
い
る 。
た
と
え
ば

判
断
は 、

忍中江 、
可
能 、
必
要
性 、
推
盤 、
意
図 、
使
役
ほ
か 、
に
大
分
類
し

そ
の
な
か
を
小
分
類
し 、

語
形
と
の
対
応
を
示
し
て
い
る 。
吉
田
将
「
言
語
情

報に
よ
る
知
識
表
引の
あい
ま
い
さ」
(知
識
工
学の
基
礎
と
そ
の
応
用
に
関

す
る
研
究、

以
下
知
識
工
学
と
略
称、

代
表
者
問
中
幸
吉、

問
日
・
3、

日
・

3)
は
格
文
法に
よ
る
日
本
語の
文の
解
析 、グ
様
相H
の
種
類
と
そ
の
表
現
を

扱
う 。
草
薙
裕2
〉

ヨ
O品。-
o同
E
Z
S
二
自
問
E
官
官
on
g
E
ロm
D『

55l

BF丹市門同
市阿司
3
5
8h "
のO
Ezo
g.
は
時
間
関
係
表
現の
処
理
を
考
え
た

もの
で
認
識レベ
ル
に
お
け
る
フ
ォ
ー

カス
を
導
入
し
て
い
る 。
フィ
ル
モ
ア

の
格
文
法のP
の
部
分
を
扱っ
た
もの
に 、
岡
田
直
之
の0
5
42巳
gHo
g­

g
『
O同
』
曲
目U曲
ロ
叩凹巾
〈巾円
宮
町
O『
己
ロ
ι巾『ω
g
ロ
仏国
口
間
百
三
日白-
-
吉
岡
E
問自
由
主

主円昨
日
間

宮文
句
ロω=
のO
E
zo
g、
村
木
新
次
郎
「
日
本
語の
機
能
動
詞
表

現
を
め
ぐっ
て」
(
国
語
研
研
究
報
告
祭2 、
昭
日・
3)
が
あ
る 。
田
中
穂

積・
荻
野
孝
野
「
形
容
詞
も
し
く
は
形
容
動
詞
の
修
飾
先の
名
詞
を
決
め
る
原

則につ
い
て」
(『計
量
国
語
学』 、
昭
防・
6)
は
形
容
詞
が
含
ま
れ
る
複
雑

名
詞
句の
な
か
で
の
形
容
詞
の
か
か
り
先に
アン
ピ
ギュ
イ
ティ
が
あ
る
場
合

の
き
め
か
た
を
研
究
し
た
もの
で
あ
る 。
西
国
富士
夫ほ
か
の
Jwロ四-zrl

F
宮
号
認

可白
ロω-
2
5
口
同
rHC
E
凹
y
n曲目。
ω
可
ロn
g円巾
n
o
ロ
Z『
E
D
R・

お
よ
び

長
尾
真
・
辻
井
潤
一
・
平
川
秀
樹
・
三
田
村
敬
・
久
米
雅
子

a
〉

S
R
E
S

可曲
ロ凹}
曲
Z
O
ロ
凹
可凹円
m
g

r
o
S

F
唱曲
口四日市

吉円
。

何
ロ
関
口ω
}MZ

(
両
者
と
も

のO
口ZO
∞O)
は
格
文
法
を
用
い
た
文の
解
析を
行っ
て
い
る 。
後
者につ

い
て
は 、
石
綿
敏
雄
「
機
械
翻
訳
は
ど乙
ま
で
進ん
だ
か」
(『言
語 、
昭
目 、

印)

で
言
及
し
た。

絹
川
博
之
・
松
岡
澗
・
木
村
陸
子
=
γ
宮口
2
2
2
Zロ円。

曲
E-
32
FH
E
g
ヨ曲三
口一
ロ
母
也
ロ悶3
のO
FH
Zo
g
は
格
構
造
を
用
い
た

自
動
索
引
語
づ
け、
日
高
速、

吉
田
将
Jp
m可ロ
gn同
呂
田区
3
2
Z
8仏
ロロ

含
宮
ロ仏
gn
『
同
3
8
5
R

E仏

宮
市
町出
丘町
ロ円
山、.=
の
O
FH
z
o

g

も
格
構
造

を
用
い
た
構
文
解
析プロ
グ
ラム
で
あ
る 。
仁
田
義
雄
『
語
円以
論
的
統
語
論』

(明
治
書
院 、
昭防・
3)
は
格
文
法の
延
長
線
上に
あ
る
研
究
で
あ
る 。

文
法と
し
て
モ
ン
テ
ギ
ナl

文
法
を
用い
る
傾
向
もこ
の
分
野
で
は
顕
著
で

あ
る 。
池
谷
彩
「モ
ン
テ
ギュ
l

文
法
入
門」
が
『
情
報
処
理』
に
三
団
連
批判
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(
昭
日・
3
15)
さ
れ
た
と
い
う
ζ
と
が
関
心
の
深
さ
を
示
す
も
の
で
あ
る

が 、
淵一
博
の
い
う
よ
う
に
モ
ン
テ
ギュ
l

文
法
と
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
言
語

の
問
に
類
似
性
の
あ
る
乙
と
も
そ
の一
方
の
原
因
で
あ
ろ
う 。
石
本
新
「モ
ン

テ
ギュ
i

文
法
の
代
数
的
定
式
化
班」
(『
計
鼠
国
語
学』 、
昭
日・
9) 、
同

「モ
ン
テ
ギュ
l

文
法
の
代
数
的
定
式
化
町」
(
問 、
昭
日・
ロ)
は
モ
ン
テ
ギ

ュ
l

文
法
と
レ
ス
ニ
ェ
ウ
ス
キ
l

存
在
論
と
を
結
び
つ
け 、
代
数
的
定
式
化
を

提
唱
し
て
い
る 。
西
国
笠
明・
堂
下
修
司 向喚
問5
5
2
E曲
ご5
2
5間
見
守
2
3・

g
t
o
ロ

白
口
仏

印
口
弘
司日
2
0
『

口
同
Z
E-
-
釦
ロ
間
口
俗
間
四

ι
o
n
c
B
叩
ロ
Z
3

の
O
FH
z
o

g
は
自
然
語
文
書
の
分
析
と
意
味
の
表
現
に
モ
ン
テ
ギュ
l

文
法
を
使
用
し

た
'も
の
で
あ
る 。

数理的研究

語
設
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は 、
中
野
洋 、
土
屋
信一 、
鶴
岡
昭
夫

2
〉ロ

E
g
g
丘
町

宮
O円四日
巴
ロ
同

氏

子m

E
Z吋曲
二
g
四
E
向。
一
ロ
同
Z
d〈
D
E
n
o
己
ロ昨

日可弘司
ロペ "
のO
口zo
g 、
田
中
康
仁「
専
門
用
語
の
解
析
と
応
用」(『
計
訟
国

語
学』 、
昭
日・
3) 、
同
「
漢
字
列
長
単
位
語
の
抽
出」
(
問 、
日・
6) 、
木

村
隆
子
「
自
動
索
引
法
概
説」
(
計
鼠
計
画

研
究
所
報
告 、
剖) 、
村
木
新
次
郎

「
日
独
両
語
の
語
染
体
系
の
対
照
比
較」
(『
国
立
国
語

研
究
所
論
集』 、
昭
日・

3) 、
同
「
日
本
語
と
ド

イ
ツ
語
の
『
益
木
語
染』
を
く
らべ
る」
(『
計
貧
困

語
学』 、
昭
回・
3)
な
ど
あ
が
る 。

デ
ィ

ス
コ
1

ス
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は 、
白
井
英
俊
「
文
章
理
解
と
意
味

結
合
関
係」
(『
計
量
国
語
学』 、
昭
防・
ロ)
が 、
文
章
の
な
か
の
意
味
結
合

関
係
と
理
解
の
プ
ロ
セ
ス
を
扱っ
て
野
心
的
で
あ
る 。
照
応
に
つ
い
て
は
桃
内

俊
雄
「『
そ
の』
に
関
す
る
二 、
三
の
考
察」
(『
計
量
国
語
学』 、
昭
防・
3) 、

寺
津
典
子・
稲
田
俊
明・
山
梨
正
明
「
日
本
語
に
お
け
る
照
応
現
象
に
つ
い
て

(
そ
の
二)」
(
計
算
機
に
よ
る
日
本
語
談
話
行
動
の
総
合
モ
デ
ル
化、
談
話
行

動
と
略
記 、
科

研
授 、
代
表
者
石
綿
敏
雄 、
昭
日・
1)
が
あ
る 。
後
者
は 、

日
本
語
の
照
応
を
代
名
詞
で
示
す
有
形
照
応
と 、
従
来
省
略
と
い
わ
れ
て
き
た

無
形
照
応
に
分
け 、
ど
ん
な
条
件
で
両
者
が
生
起
す
る
か
を
詳
細
に
論
じ
た
も

の
で
あ
る 。
デ
ィ

ス
コ
1

ス
に
つ
い
て
は
い
わ
ゆ
る
ωの河
旬吋
形
式
で
談
話

理
解
の
プ
ロ
セ
ス
に
接
近
し
た 、
溝
口
文
雄
「
人
間
の
長
期
記
憶
内
の
知
識
利

用
に
つ
い
て」
(
談
話
行
動 、
昭
日・
1)
が
あ
る 。
石
綿
敏
雄
「
文
章
解
析

の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
化へ
の
試
み
(
絞
編)」
(
談
話
行
動 、
昭
日・
1)
は
そ
れ

ま
で
の
考
え
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る 。
野
村
真
木
夫
「
現
代
白
木
語
体
験
話

法
序
説」
(『
国
語
国
文

研
究』 、
昭
日・
7)
は
テ
キ
ス
ト

学
の
立
場
か
ら
日

本
語
体
験
話
法
研
究
の
立
場
を
措
定
し
た
も
の
で 、
ア
ル
ゴ
リ
ズ、、
ッ
ク
な
展

望
を
もっ
て
い
る 。
古
郡
廷
治
「
地
理
の
知
識
と
道
案
内
文
の
生
成」
(『
計
畳

間
語
学』 、
昭
日・
6)
で
は 、
心
理
地
図
を
方
向
の
あ
る
グ
ラ
フ
と
し
て
D

と
し 、

道
路 、
場
所 、
建
物
な
ど
の
対
象
をA
と
し 、

二
項
間
の
関
係
を
R
と

す
れ
ば 、
U
H

八
〉・
河
〉
乙
れ
を
言
語
で
表
現
す
る
と
き 、
テ
ン
プ
レ
ー
ト

と
し
て
動
詞
を
考
え
る
と
直
進
動
詞
と
し
て
「:
ヲ:・ニ
ム
カ
ッ

テ・
カ
ラ
:

マ
デ」
の
型
が
あ
り 、
曲
進
動
詞
と
し
て
「
jニ

ア
ル:・
ノ・:
ヲ・:-

こ
が
あ

る 。
こ
の
よ
う
な
考
え
で
道
案
内
を
す
る
文
をつ
く
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
をつ
くっ

て
い
る 。
一
九
八
O
年
東
京
で
関
か
れ
た
計
算
言
語
学
国
際
会
議(のO
E
zo

∞口)
で
は
ソ
速
の
シ
ャ
リ
ア
ピ
ナ
が
白
木
認
を
扱っ
て

=可『
O
Em
gm
O『向。
コ出向】

HO
U
3
8
ロ
g
z
o
ロ
O聞

広
三

2
2
2
c
a
四円D
B

子市

吉
宮内
O同

〈戸市
君
。同

E
SS
R-n
H『曲ロ乙巳
芯ロ ミ
を
発
表
し
た 。
テ
キ
ス
ト

の
構
造
を
語
紫
文
法
論

的
構
造 、
意
味 、
統
語
論
的
構
造 、
ア
ナ
フ
ォ
リッ
ク
な
関
係
と
線
条
化
特
性

か
ら
み
て
論
じ
て
い
る 。
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